
種もみまき

引用資料 「さぬき味の歳時記」： 香川県農政水産部農業経営課
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苗作り

展開1：米作りと食文化・郷土料理
地域の食文化や郷土料理は、農家の米作りや季節・行事と密接に関係しています

田おこし

代(しろ)かき

田植え

水の管理・草とり 稲刈り・脱穀

乾燥・もみすり

関連教科：
小学校４・５年 社会科

穂が出る 香川県のブランド米
「おいでまい」

オカイレサノボリ 庭上げ

さわらの押しぬきずし
５月末ごろ、農家には、さわらを
使った料理を、麦かりや田植えな
どでお世話になった人やこれから
お世話になる人にふるまう行事が
あります。すしには、旬の食材であ
る、さわらやそら豆が使われます。

虫送り

稲の収穫が終
わった後、お祝
いとして赤飯を食
べます。

雨ごいの
念仏踊り

昔、大干ばつで農民が苦しんでいた時、国
司である菅原道真の祈願により雨が降り、その
感謝から踊った踊りが始まりと言われています
。後に法然上人の影響で念仏をとなえながら
おどるようになったと伝えられています。

秋祭り

春祝魚
（はるいお）

半夏生
（はんげしょう）

きゅうりもみ
「半夏までには田植えを終え
ないと半夏半作になる」と言わ
れていました。半夏とは、だい
たい７月２日ごろのことです。
たこを食べるのは、「たこの足
が吸い付くように、苗の根がし
っかり地面に根付くように」とい
う願いがこめられています。
また、半夏生にはげ団子やう
どんを食べることもあります。

ばらずし・
かきまぜずし
お祭りの日やおめで
たい行事のある日のご
ちそうです。
昔はとても貴重だっ
た砂糖や、その季節に
その土地でとれた海の
幸、山の幸を彩りよく入
れて作ります。また、あ
げもんに使う油も貴重
だったので、同様にご
ちそうでした。

田植えの終わりに田
の神を送る行事。

半夏生の日に、火手(ほて)
と呼ばれる竹の松明(たいま
つ)を田にかざしながら、畦
道を歩き、害虫を退治して豊
作を願う行事。

むしろを上げる
など農機具の片
付け。また、１年
の米作りが終わ
ったことへのお
祝いのこと。

稲の収穫が
終わった後の
お祝い。

昔ながらの方法（ハ
ゼ干し）で、２週間く
らい天日干しをして
乾燥させているとこ
ろもあります

小３年理科「花から実へ」


